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１ ・ ２年生・球根植え

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」

～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

師走の雨と強風、しかも、インフルエンザの予防対策を実施中の中、多くの保護者の皆
様にお越しいただき、本当にありがとうございました。笑顔で校門を出られましたか？
さて、今回のＰＴＡに向けて、全校で質の高い授業を保護者の皆様にご覧いただくよう

にと、先生方が工夫を凝らしました。ちょっぴり、その違いがお分かりいただけたのでは
ないでしょうか？
先生方の働き方改革については、国も本格的に調査をし、法律を改正している昨今です。

それでも、この“授業”に関しては、いつの時代も「よりよいもの」を目指すことが欠か
せないと考えています。次回、２月の最後のＰＴＡでは、保護者参加だったり、発表形式
だったりと、ラストにふさわしい内容にしたいと思います。

６年生・考える道徳 １年生・養護教諭とのＴＴによる学級活動 ３年生・予想から実験へ

ＰＴＡ学習参観 「自分で考え みんなと創る」授業

県教育庁南教育事務所の織田正典社会教育主事をお招
きして、親子で一緒にＳＮＳの危険性について考え、我
が家のルールについて話し合いました。
私が印象に残ったデータ、トップ３！

①３０分以上スマホやゲームをやると
成績が下がる。

②小学生の約４０％がネットいじめに
あっている。

③小学生の３割、中学生の５割の子が
すでに視覚障害になっている。

大曲仙北でも、ラインによる友達関係のトラブルや、
知らない人とつながることによる被害が起きています。
このようなことは、新聞等で報道されないことの方がと
ても多いので危機感が薄いのですが、実際にこのような
トラブルに遭った保護者は皆さん口をそろえてこれまで
の家庭のルールや放任の状況について深く反省します。
この日の親子で話し合っている中でも、「ラインは見

せられないよね」「２時間は少ない！」「知らない高校
生とゲームしているよ」という声がありました。
家庭の家庭学習も、歩いて登下校することも、そして

ＳＮＳのルールもみんな同じこと。“自立”できる人間
に成長できるように、親として今「できること」は？
教えること、守らせること、自分でやらせること！
今だけ 子どもに人気の親 よりも、
将来、大人になった子にこそ 感謝される親に・・ ・。



毎年恒例のイベントである器楽部のラストコンサート
が１２月１５日（日）に開催されました。
仙北地域の音楽関係や学校関係のご来賓の皆様も多数

ご来校くださり、子どもたちに温かなお言葉をかけてく
ださり、がんばりをたくさんほめていただきました。
実際、今年度は６年生がしっかりとリーダーシップを

発揮し、明るく前向きな取組をしてきました。その成果
を発表する夏や秋の演奏の機会には、バンド指導者から
も、その上達ぶりに驚きの声がたくさん聞かれました。
さらに、コンサートの中では、中学校の先輩方や地域

の一般バンドである「ダイナミックス」の皆さんも演奏
に加わり、一段と充実した音楽が奏でられました。
私が、このコンサートで何よりも光って見えたのは、

お客さんの前でのびのびと表現できる豊かさです。司会
進行も、パフォーマンスも、笑顔で元気に楽しくできて
いました。音楽を通して、「みんなと創る」喜びを味わ
い、行事の中で「楽しい学校」を満喫している姿がとて
も印象的でした。
保護者の皆さんの絶大なるご協力をいただきながら、

地域の方に励まされ、たくさんの先生方にも足を運んで
もらえる部員たち。やっぱり、“めんこがられている”
横堀の子どもたちは、本当に幸せだなぁと思いました。
６年生も引退し、次の部員募集も始まります。来年の

ステージには、どんな顔ぶれがそろうのか楽しみです。

今回は、秋の美術展でたくさんの入賞です。
これからの冬は、書き初めなどの、習字の季節。
またまた、みんなの得意なことやがんばりがたくさん

見られることを楽しみにしています。

☆第５１回 大曲仙北児童生徒美術展

絵画入選（県美術展へ推薦）
１年 髙橋実生 ３年 齊藤匠希 ５年 鈴木綾夏 ６年 佐々木心希

絵画佳作
１年 秋山爽輝 ２年 小松依史 高橋彩羽 ３年 山谷葵
４年 草彅美緒 茂木祐翔 ５年 草彅和華 ６年 菅原空哉

クロッキー佳作
４年 小松昊 佐々木美優 竹村凜々花

☆県南三市三郡美術展

奨励賞
２年 篠原瑞生 ４年 篠原蒼生 ６年 藤嶋梨瑚 佐藤若香菜

入選
１年 大河花 中野志保 ２年 草彅杏奈 ３年 鈴木悠花 藤倉朋輝
４年 長澤明莉 ５年 大澤令奈 鈴木理豊 ６年 草彅里瀬 八文字晴奈

※インフルエンザが拡大し、全学年に罹患者が出ました。
それでも、元気になって登校する子どもたちの数の方が上回っています。
学校でも、うがい・手洗いの徹底と、マスクの着用で拡大防止に努めていきます。
ご家庭でも、注意レベルをマックスにして、予防対策をよろしくお願いします。


